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１．防災面の課題の整理
■岐阜県から福井県嶺北南部地域※1に通じる国道417号は冠山峠付近が自動車交通不能区間※2

■代替路となっている林道は道幅が狭く、急カーブ及び急勾配が連続、土砂崩れが多発し、冬期
は全面通行止め

■急峻な地形を通過する国道417号

1※2 幅員､曲線半径､勾配その他道路状況により、最大積載量4tの普通貨物車が通行できない区間

※1 嶺北南部地域：

鯖江市、越前市、
池田町、南越前町

■林道塚線・冠山線での災害発生箇所

凡 例

既往災害発生箇所
(H15年以降)

国道417号
林道
事業中区間

福井県嶺北南部地域

出典：福井県池田町建設課 被災箇所調査 H22年
岐阜県揖斐川町建設課 被災箇所調査 H22年
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■平成23年1月30日の降雪時には、福井県嶺北南部地域※1と嶺北北部地域※2を結ぶ国道417号では
トンネル坑口での雪崩の危険性が増したため、通行止め発生

■国道476号では融雪水の影響と考えられる法面の土砂崩れで、通行止めが発生するなど、地域住
民の生活に大きな影響

至 大野市

H23.2.6 
日刊県民福井新聞
(日刊県民福井

新聞社提供) 

H23.2.6福井新聞 (福井新聞社提供) 

１．防災面の課題の整理

平成23年1月30日 降雪の影響による池田町の道路状況

冬期通行止め区間
(主)松ヶ谷宝慶寺大野線

交通不能区間
国道476号

(南越前町～池田町)

交通不能区間
県道熊河池田線
(大野市～池田町)

冠山峠道路

写
真

①

至 越前市

写真 ②

岐阜県
至 南越前町

①池田町持越 法面部の土砂崩れ

②板垣トンネル付近雪崩の恐れ

H23.2.5撮影

H23.2.1撮影

嶺北南部地域

嶺北北部地域

※1 嶺北南部地域： 鯖江市、越前市、池田町、南越前町
※2 嶺北北部地域： あわら市、坂井市、永平寺町、福井市、越前町

通行止め地点
冬期間通行止区間
交通不能区間× ×

冬期通行止め区間
国道417号

(池田町河内～県境部)

冠山峠道路開通時に冬期間通行止が解除予定



２．課題を踏まえた対策の検討
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施工延長 8.2㎞

林道 冠山線、林道 塚線

至 大垣

幅員 ３．６ｍ

３．０ｍ

路肩車道幅員路肩

林道の標準断面林道 冠山線の道路状況

林道冠山線、林道塚線

■自動車交通不能区間、冬期通行止め区間を解消するとともに、土砂崩落による通行止めを
回避する対策を検討

※急峻な地形であり、既存林道の拡幅では課題を解消できない。
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■自動車交通不能区間の解消
■災害時の交通の確保等

約４％（平成22年3月末現在）事業進捗率

230億円全体事業費

1,100台／日計画交通量

平成20年度工事着手

平成19年度用地着手

区間

い び いびがわちょう つかおくやま

（起）岐阜県揖斐郡揖斐川町塚奥山
いまだて いけだちょう たしろ

（終）福井県今立郡池田町田代

道路延長 延長7.8km

構造規格 第３種第４級

設計速度 50ｋｍ／ｈ

車 線 数 ２車線

標準幅員 7.0ｍ

事 業 化 平成15年度

供用延長 －

用地取得率 約88％（同上）

標準断面図
単位【m】
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２．課題を踏まえた対策の検討
計画の概要

事業の整備効果

位置図

平面図

延長
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３．事業効果の把握
■通行不能区間が解消し、集落孤立の危険性低下

～福井豪雨（平成16年7月18日）の事例～
・福井豪雨では道路が寸断し、福井県大野市、美山町（H18.2.1 福井市と合併）及び池田町の13集落で

孤立し、池田町では7集落114世帯 275人に影響
・冠山峠道路の整備により、岐阜県側への安定的な通行が可能となり、被災時における集落孤立の危

険性が低下すると期待

福井豪雨 2004.7.18 報道記録集
福井新聞社刊 (福井新聞社提供)

①池田町内の町道流出 ②池田町内の町道橋流出

H16福井豪雨時の被災状況に加え、国道417号も被災したと
仮定した場合の孤立集落

通行寸断地点

孤立集落

予測孤立集落

防災要対策箇所

通行寸断地点

孤立集落

予測孤立集落

防災要対策箇所

写
真
①

写真②
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■費用 ■効果

□事業全体 167億円 災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等

・事業費 159億円 ・走行時間短縮 206億円

・維持管理費 7.6億円 ・走行経費減少 35億円

□残事業 150億円 ・交通事故減少 4.4億円

・事業費 142億円 災害による被害の回避

・維持管理費 7.6億円 ・災害時の集落孤立の危険性低下 － －

地域住民の不安感の解消

・ＣＶＭ調査 111億円 111億円
道路の信頼性に関するアンケート調査（H23.2）結果より、支払意志額：343円/世帯、対象地域：209,581世帯で算出

※効果のうち、貨幣換算していないものは"－"とした

245億円

■算出条件等

基準年 ：平成22年度
検討期間 ：50年間
現在価値算出のための

社会的割引率：４％
交通量の推計時点 ：平成42年度
推計に用いた資料 ：平成17年度

道路交通センサス
事業費 ：230億円
維持管理費 ：8百万円/km
作成主体 ：近畿地方整備局

冠山峠道路３．事業効果の把握
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■事業の投資効果

・効果については多岐多様に渡るが、災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等について貨幣換算
を行い算出
また、地域住民の不安感の解消について、ＣＶＭ（仮想的市場評価法）により算出

・費用については、道路整備に係る建設費、及び維持管理費で算出



■岐阜県知事
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地域計画等への位置付け
■県土整備ビジョン（岐阜県：H19.3）、■道路の将来ビジョン（福井県：H16.1）、
■第１次総合計画（揖斐川町：H21.2）、■池田町第４次総合計画（池田町：H13.6）
□冠山トンネル（国道417号）早期開通促進期成同盟会

（H1.12設立、大垣市長、揖斐川町長、鯖江市長、池田町長）
□冠山トンネル（国道417号）早期開通促進福井県連絡協議会

（H11.11設立、鯖江商工会議所会頭、池田町商工会長、越前市商工会長）
□西濃地区商工団体連絡協議会（H2.4設立、大垣商工会議所会頭）

■福井県知事
平成23年３月９日 土政推第68号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

平成23年３月７日 技第553号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

４．関係自治体の意見

対応方針（原案）案のとおり、事業の継続について異存はありません。
なお、今後の事業の実施にあたっては、本県への十分な協議を早期にしていただくとともに、
コスト縮減の徹底をお願いします。

冠山峠道路の対応方針（原案）「事業継続」については異存なし。
できる限り早い時期の供用を目指すとともに、一層のコスト縮減に努めること。
また、トンネルの整備に当たっては、災害や緊急の際の通信通話環境を確保するため必要な

措置を講じること。
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■平成２１年度末時点の用地進捗率は約８８％で、福井県側で工事用道路を、岐阜県側では橋梁下部
工事を推進

■引き続き事業を推進し、早期の供用を目指す

５．事業進捗の見込み

延長

▲橋梁下部工事
H23.2.25 撮影

▲工事用道路工事
H22.12.14 撮影



冠山峠道路は、福井県・岐阜県境における自動車交通不能区間の解消、災害時の交通
確保等を目的に、周辺の地形状況等を勘案し選定された合理的な計画であり、周辺の環
境に配慮しながら、引き続き現計画に基づき事業を推進
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運搬距離
約10㎞

当該事業区間

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性

当初計画当初計画

コスト縮減コスト縮減

円形水路

薄型円形水路
運搬距離
約5㎞

池田町との調整により仮置場を変更

池田町の処分場に仮置き

当初計画当初計画

コスト縮減コスト縮減

当該事業区間

計画段階のコスト縮減として、関係機関との協議によりトンネル掘削土処分場を事業箇所
の近傍に見直し運搬費等のコスト縮減を図るとともに、薄型円形水路の採用など新技術・
新工法の積極的な活用など、より一層コスト縮減に努めながら事業を推進



冠山峠道路は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見込みの
視点から継続が妥当と判断できる

引き続き事業を推進し、早期の供用を目指すことが適切である

１．事業の必要性等に関する視点

・岐阜県から福井県嶺北南部地域通じる国道417号は冠山峠付近が自動車交通不能区間

・代替路である林道は道幅が狭く、急カーブ及び急勾配が連続、土砂崩れが多発し、冬期は

全面通行止め

・冠山峠道路の整備により、自動車交通不能区間、冬期通行止め区間を解消するとともに、
災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等、災害による被害の回避、地域住民の不安感の解消

等の効果が期待される

事 業 継 続
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２．事業進捗の見込みの視点

・用地進捗率は８８％で、福井県側で工事用道路を岐阜県側では橋梁下部工事を推進中
・引き続き事業を推進し、早期の供用を目指す

７．対応方針（原案） 国道417号 冠山峠道路








































